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<取り組んだ課題> 

・介護保険法施行に伴い要介護度の高い方の利用が増え、

いわゆる「重度化」と「求められるサービスの質の向

上」が課題となり、「介護の流れ作業」から「家庭･家

族的環境」への転換を図る必要性があった。 

・重度化が進むにつれて介護業務が重労働となり、介護

職員のやりがいの向上が課題となり、「重労働感」から

「家族的視点」への変換を図る必要性があった。 

・「家庭･家族的環境の中での自由」は「組織としての使

命と責任」を果たして実現しなくてはならない。ＩＳ

Ｏ導入と平行し意識改革をすすめる必要性があった。 

＜具体的な取り組み＞ 

.●グループケア

・対象者：利用者（60名）と全職員（40名） 

・役割と理由：重度化に伴う流れ作業化から介護職員

の仕事への意欲低下、サービスの質の低下 

・取り組みの手法、手順：外部の研修参加、委員会設

置、勉強会開催、職員・利用者アンケートを基に

した改善策の提案、試行を繰り返し、利用者本意

の生活時間の過ごし方と介護者の関わり方を決

定、実施。 

・取り組み期間：平成１４年１２月検討委員会発足～

平成１６年５月グループケア開始～現在 

・部署間の連携：ＩＳＯシステム導入の取り組みにて 

・道具、費用：ナースコール無線化(600万円)、リビング

改修(240万円)、浴室設備改修(500万円)、備品購入等を含

め総額1400万円 

・成果を出すポイント：利用者アンケート、個別にか

かる介助時間、利用者のADL状況、事故発生件数 

●ＩＳＯ導入 

・対象者：全職員、約40名 

・役割と理由：サービスの質の向上(継続的な改善活動)

・取り組みの手法、手順：法人が ISO導入を決定、委

員会設置、書類･物品の整理、業務内容(システム)

の見直し、マニュアルの作成、ISO審査受審 

・取り組み期間：平成 16 年１月準備開始～平成 16

年 12月審査～平成17年 9月更新審査～現在 

・部署間の連携：内部コミュニケーションシステムの

構築（会議体、申し送り、情報共有シートなどの

情報システムを整理）に準じて行った。 

・道具、費用：ISO受審費用(初年度約100万円） 

<活動の成果と評価> 

・具体的な数値 

・食事、排泄、入浴介助の介助レベル（全介助・半

介助・自立）の比較 

・平成16年４月から平成17年 3月までの事故報

告書件数と内容の比較 

・ご利用者の反応 

・利用者アンケートの結果、実際の意見 

・自己評価 

利用者の生活環境と職員の働く意識が 180 度

変化したことが、今後の改善へのシステムを維持

できることに繋がり、利用者本意のサービス提供

として良い成果があげられた。 

<今後の課題> 

・利用者の意見や利用者生活の視点（個別ケア）を基に

ISOのＰＤＣＡサイクルの手順で改善していく 

・地域への働きかけを積極的に行う 

<参考資料など> 

・ユニットケアマニュアル（ビデオ、本） 

・先進施設見学（グループケア４施設、ISO１施設） 

今回の発表の施設 

またはサービスの 

概   要 

世田谷区で 7 番目に開所(H4.4)した定員 60 名（+ｼｮｰﾄ 4 名）の特養ﾎｰﾑ。戦後間

も無く身障者の更正援護を目的に設立された当法人は、56 年の歴史がある。同一

敷地内に身障4施設と養護老人ﾎｰﾑ・高齢者ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ等が合築された複合施設。 
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